
 

（１）成果指標の設定  

本構想における成果指標を設定し、実施状況を評価していくことで安定した生活排水処理施設の普に

努めていきます。  

（２）生活排水処理構想の見える化  

生活排水処理構想の内容や目標に対する進行状況を、県ホームページ等で公表することやパンフレッ

ト等で周知することで構想の見える化を図ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）広域化・共同化計画の推進  

広域化・共同化計画に基づき、効率的な

運営のために統廃合を実施します。 

（２）合併処理浄化槽の整備  

効果的な支援制度を検討し、単独浄化槽

から合併処理浄化槽へ転換を促進します。 

（３）汚泥の有効利用  

 建設資材、肥料、燃料等の有効利用促進

に向け検討します。 

（４）県民への啓発活動  

普及促進のため、進捗状況や生活排水処

理施設の役割等、ホームページ等で県民の

方へ周知します。 

 

生活排水処理は、良好な水環境を保全していくために重要となります。しかし、近年の人

口減少や施設の老朽化に伴い、既存施設の持続可能で安定した運営管理が求められているた

め、栃木県生活排水処理構想を策定し、良好な生活環境の確保を目指していきます。 

令和 3（2021）年度末の生活排水処理人口普及率は県全体で 88.8％となっており、全

国平均の生活排水処理人口普及率 92.6％と比較すると整備が遅れているため（全国 25 位）、

更なる施設整備が求められています。 

 

 

（１）栃木県内人口の減少  

30 年後の県内の行政人口は約１６％

(約 32 万人)減少する見込みです。 

（２）合併処理浄化槽の整備の鈍化  

県内の単独浄化槽である約4万8千基

を合併処理浄化槽へ転換が必要です。 

（３）施設の老朽化  

下水道施設の老朽化が進んでおり、効

率的な施設の更新や改築が必要です。 

（４）汚泥の有効利用  

生活排水処理は、温室効果ガス削減の

ために、汚泥の有効利用が必要です。 

３ 課題と施策 

５ 進行管理 

４ 生活排水処理施設整備計画 

（１）普及目標  

 各市町の生活排水処理施設を所管する各部局とのヒアリングを基に、県全体の生活排水処理人口普及

率の目標を設定しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）広域化・共同化計画  

施設の老朽化や人口減少等の課題を踏まえ、ブロックごとに検討を行い最適な汚水処理の構築を計画 

県内の汚水処理施設は、４６施設（下水道２施設、農業集落排水 43 施設、集合処理(合併処理浄化槽)1

施設）の統廃合を予定しています。 

 

 

栃木県 

生活排水処理構想策定の流れ 

基本方針策定 

市町 

市町計画の策定 

栃木県 

取りまとめ 生活排水処理構想の策定 

生活排水処理人口普及率の推移 
生活排水処理人口普及率の内訳 

令和 3（2021）年度 

整備手法別構成率の比較 

生活排水処理構想の普及目標 

統廃合に伴う施設数の年次変化 

広域化・共同化ブロック割図 

２ 生活排水処理の現状 

 １ 生活排水処理構想とは 

（１）成果指標の設定  

本構想における成果指標を設定し、実施状況を評価していくことで安定した生活排水処理施設の普及

に努めていきます。  

（２）生活排水処理構想の見える化  

生活排水処理構想の内容や目標に対する進行状況を、県ホームページ等で公表することやパンフレッ

ト等で周知することで構想の見える化を図ります。 
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【 概 要 】 

＜課題＞ ＜施策＞ 
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